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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　接地ベース部の適所に、一軸心上に櫛歯状配列とした複数個の支持駒部が突設され、
各支持駒部の一軸心上に軸孔を穿孔した放熱脚座ブロックを有し、該一軸心上の各支持駒
部間に対応して櫛歯状に配列した複数個の可変駒部が設けられ、各可変駒部の当該一軸心
上に軸孔を穿孔し、各可変駒部の基端に少なくとも高熱伝導率の素材製のベース体、ＣＯ
Ｂ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤ、ＣＯＢホルダーおよびリフレクターを組み
合わせてなるＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットの搭載可能なテーブル部が一体化された放熱テ
ーブルブロックを有し、当該放熱脚座ブロック各支持駒部に対し、該放熱テーブルブロッ
ク各可変駒部を噛合状に組み合わせ、当該一軸心上に重ね合わせた軸孔の一端から軸ボル
トを串刺し状に貫き、重ね合わせた軸孔の他端に露出した該軸ボルト先端にナットを螺着
して放熱・角度調節機構としてなる放熱型姿勢可変ホルダーが設けられ、当該放熱テーブ
ルブロック、テーブル部にＬＥＤ照明ユニットが伝熱可能に搭載されてなるものであって
、前記ＬＥＤ照明ユニットのＣＯＢホルダーは、ＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）
型ＬＥＤのボード部外郭寸法を僅かに上回る環状絶縁板であり、該環状絶縁板の平面中央
に、ボード部表面搭載のＬＥＤチップを露出可能な光源露出窓を肉厚方向に貫通開口し、
該環状絶縁板環状表面をリフレクター用の設置表壁とし、該環状絶縁板環状表面とは反対
の環状絶縁板裏壁の光源露出窓外周がわに、ＣＯＢ型ＬＥＤボード部が、その寸法、外郭
形状を一致し、底面が面一となるよう嵌合され、位置決め可能とする位置決め嵌合溝を凹
設するようにし、該位置決め嵌合溝の光源露出窓を挟み対峙する位置から、遠心方向に向
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けて拡開する平面形状とした一対の配線誘導溝を刻設すると共に、該光源露出窓、位置決
め嵌合溝、配線誘導溝の余となる適所にベース体への結合部分、および該光源露出窓、位
置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる設置表壁の適所に夫々リフレクターを固定する結合
部分を設けた上、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝および結合部分の余となる
範囲に、光源露出窓を中心とし、配線誘導溝によって光源露出窓を挟み対峙するよう、少
なくとも２分割され、ベース体天面に搭載可能とされた設置裏面を設けてなるものとした
ことを特徴とするＬＥＤ照明装置。
【請求項２】
　　接地ベース部の適所に、一軸心上に櫛歯状配列とした複数個の支持駒部が突設され、
各支持駒部の一軸心上に軸孔を穿孔した放熱脚座ブロックを有し、該一軸心上の各支持駒
部間に対応し、櫛歯状に配列した複数個の可変駒部が設けられ、各可変駒部の当該一軸心
上に軸孔を穿孔し、各可変駒部の基端に少なくとも高熱伝導率の素材製のベース体、ＣＯ
Ｂ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤ、ＣＯＢホルダーおよびリフレクターを組み
合わせてなるＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットの搭載可能なテーブル部が一体化された放熱テ
ーブルブロックを有し、当該放熱脚座ブロック各支持駒部に対し、該放熱テーブルブロッ
ク各可変駒部を噛合状に組み合わせ、当該一軸心上に重ね合わせた軸孔の一端から軸ボル
トを串刺し状に貫き、重ね合わせた軸孔の他端に露出した該軸ボルト先端にナットを螺着
して放熱・角度調節機構としてなる放熱型姿勢可変ホルダーが設けられ、当該放熱テーブ
ルブロック、テーブル部にＬＥＤ照明ユニットが伝熱可能に搭載され、ＬＥＤ照明ユニッ
トが発する熱を該放熱テーブルブロック、放熱・角度調節機構および放熱脚座ブロックを
通じて放熱、冷却可能としてなるものであって、前記ＬＥＤ照明ユニットのＣＯＢホルダ
ーは、ＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤのボード部外郭寸法を僅かに上回
る環状絶縁板であり、該環状絶縁板の平面中央に、ボード部表面搭載のＬＥＤチップを露
出可能な光源露出窓を肉厚方向に貫通開口し、該環状絶縁板環状表面をリフレクター用の
設置表壁とし、該環状絶縁板環状表面とは反対の環状絶縁板裏壁の光源露出窓外周がわに
、ＣＯＢ型ＬＥＤボード部が、その寸法、外郭形状を一致し、底面が面一となるよう嵌合
され、位置決め可能とする位置決め嵌合溝を凹設するようにし、該位置決め嵌合溝の光源
露出窓を挟み対峙する位置から、遠心方向に向けて拡開する平面形状とした一対の配線誘
導溝を刻設すると共に、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる適所にベ
ース体への結合部分、および該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる設置
表壁の適所に夫々リフレクターを固定する結合部分を設けた上、該光源露出窓、位置決め
嵌合溝、配線誘導溝および結合部分の余となる範囲に、光源露出窓を中心とし、配線誘導
溝によって光源露出窓を挟み対峙するよう、少なくとも２分割され、ベース体天面に搭載
可能とされた設置裏面を設けてなるものとしたことを特徴とするＬＥＤ照明装置。
【請求項３】
　　高熱伝導率の素材製であり、設置対象物に対して固定する固着部の設けられた接地ベ
ース部の適所に、一軸心上の適宜間隔置き毎に、該一軸心に直交する配列方向側面を互い
に平行且つ平滑な伝熱壁とし、対峙する伝熱壁間に谷溝部を形成して櫛歯状に配列した複
数個の支持駒部が突設され、各支持駒部の該一軸心上に軸孔が穿孔された放熱脚座ブロッ
クを有し、高熱伝導率の素材製であり、当該一軸心上の支持駒部の厚みに相当する間隔置
き毎に、該一軸心に直交する配列方向側面を互いに平行且つ平滑な伝熱壁とし、対峙する
伝熱壁間に対応する支持駒部に嵌合可能な谷溝部を形成して櫛歯状に配列した複数個の可
変駒部が設けられ、各可変駒部の基端に少なくとも高熱伝導率の素材製のベース体、ＣＯ
Ｂ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤ、ＣＯＢホルダーおよびリフレクターを組み
合わせてなるＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットを伝・放熱可能に搭載したテーブル部が一体化
され、各可変駒部の当該一軸心上に軸孔を穿孔した放熱テーブルブロックを有し、当該放
熱脚座ブロック各谷溝部に対し、該放熱テーブルブロック各可変駒部を、該放熱テーブル
ブロック各谷溝部に対し、当該放熱脚座ブロック各支持駒部を噛合状に組み合わせ、当該
一軸心上に重ね合わせた軸孔の一端から軸ボルトを串刺し状に貫き、重ね合わせた軸孔の
他端に露出した該軸ボルト先端にナットが螺着され、各支持駒部各可変駒部の対峙伝熱壁
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同士を密に接合するよう連結した放熱・角度調節機構としてなる放熱型姿勢可変ホルダー
が設けられ、当該放熱テーブルブロック、テーブル部にＬＥＤ照明ユニットが伝熱可能に
搭載されてなるものあって、前記ＬＥＤ照明ユニットのＣＯＢホルダーは、ＣＯＢ（ｃｈ
ｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤのボード部外郭寸法を僅かに上回る環状絶縁板であり
、該環状絶縁板の平面中央に、ボード部表面搭載のＬＥＤチップを露出可能な光源露出窓
を肉厚方向に貫通開口し、該環状絶縁板環状表面をリフレクター用の設置表壁とし、該環
状絶縁板環状表面とは反対の環状絶縁板裏壁の光源露出窓外周がわに、ＣＯＢ型ＬＥＤボ
ード部が、その寸法、外郭形状を一致し、底面が面一となるよう嵌合され、位置決め可能
とする位置決め嵌合溝を凹設するようにし、該位置決め嵌合溝の光源露出窓を挟み対峙す
る位置から、遠心方向に向けて拡開する平面形状とした一対の配線誘導溝を刻設すると共
に、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる適所にベース体への結合部分
、および該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる設置表壁の適所に夫々リ
フレクターを固定する結合部分を設けた上、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝
および結合部分の余となる範囲に、光源露出窓を中心とし、配線誘導溝によって光源露出
窓を挟み対峙するよう、少なくとも２分割され、ベース体天面に搭載可能とされた設置裏
面を設けてなるものとしたことを特徴とするＬＥＤ照明装置。
【請求項４】
　　放熱テーブルブロックが、その可変駒部数を、放熱脚座ブロックの支持駒部数よりも
１個多く設定され、一軸心上に噛合するよう組み合わせると、該一軸心上最外側両端に可
変駒部が配されるようにしてなるものとした、請求項１ないし３何れか一記載のＬＥＤ照
明装置。
【請求項５】
　　噛合するよう組み合わせ、一軸心上何れか一方の最外側配置となる可変駒部または支
持駒部を一軸心上最外側両端に露出状配置とさせる伝熱壁の中、少なくとも何れか一方に
、軸ボルト先端に螺着するナット用の回転止め溝を刻設してなるものとした、請求項３ま
たは請求項３を引用する請求項４何れか一記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項６】
　　噛合するよう組み合わせ、一軸心上何れか一方の最外側配置となる可変駒部および支
持駒部の中の何れか一方を一軸心上最外側端に露出させる伝熱壁に、軸孔に平行な規制ネ
ジ孔を貫通し、該規制ネジ孔に対して外がわから規制ネジを螺着し、隣接する支持駒部に
対する可変駒部の姿勢角度変化を強固に規制可能なものとした、請求項３、請求項３を引
用する請求項４、または、請求項５の何れか一記載のＬＥＤ照明装置。
【請求項７】
　　放熱テーブルブロックテーブル部の、ＬＥＤ照明ユニットを搭載する表面、および放
熱テーブルブロック可変駒部、放熱脚座ブロック支持駒部の互いに接合する伝熱壁間に、
軟質且つ高熱伝導率の伝熱膜を設けてなるものとした、請求項３、請求項３を引用する請
求項４、請求項５、または、請求項６の何れか一記載のＬＥＤ照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　この発明は、設置対象物に対してＬＥＤ（ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄ
ｅ）照明灯を所望の姿勢に固定可能とする技術に関連するものであり、特に、ＬＥＤ照明
灯が、発光中に発する熱を効率的に冷却可能とする照明装置類を製造、提供する分野は勿
論のこと、その輸送、保管、組み立ておよび設置に必要となる設備、器具類を提供、販売
する分野から、それら資材や機械装置、部品類に必要となる素材、例えば、木材、石材、
各種繊維類、プラスチック、各種金属材料等を提供する分野、それらに組み込まれる電子
部品やそれらを集積した制御関連機器の分野、各種計測器の分野、当該設備、器具を動か
す動力機械の分野、そのエネルギーとなる電力やエネルギー源である電気、オイルの分野
といった一般的に産業機械と総称されている分野、更には、それら設備、器具類を試験、
研究したり、それらの展示、販売、輸出入に係わる分野、将又、それらの使用の結果やそ
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れを造るための設備、器具類の運転に伴って発生するゴミ屑の回収、運搬等に係わる分野
、それらゴミ屑を効率的に再利用するリサイクル分野などの外、現時点で想定できない新
たな分野までと、関連しない技術分野はない程である。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
【背景技術】
【０００２】
　（着目点）
　　白熱電球や蛍光灯などよりもエネルギー効率が良く、長寿命であって地球環境に優し
い上に、消費電力を大幅に削減できて経済的であるなどという理由から、ＬＥＤを光源と
する照明装置が広く普及しているが、ＬＥＤは、ＬＥＤチップのジャンクション温度（Ｔ
ｊ）を設計値よりも低くなるよう設定しなければ、光量の低下や破損による寿命の短命化
などを生じて本来の性能を発揮できなくなるという性質を有している。
【０００３】
　　さらに、ＬＥＤは、面発光するから、従来型の白熱電球や蛍光灯などよりも指向性が
強く、配光の広がりが狭いという欠点があり、目的の対象物を照明するには、反射シート
やリフレクター、配光レンズなどを組み合わせたり、複数個のＬＥＤチップを千鳥状や碁
盤の目状に配するなどの改良を加えたり、支持構造部分に照明灯の姿勢角度を調節可能と
する機能を付与したものなどとする必要もある。
【０００４】
　（従来の技術）
　　こうした状況を反映し、その打開策となるような提案もこれまでに散見されない訳で
はない。
　　例えば、下記の特許文献１（１）に提案されているものに代表されるように、ＬＥＤ
チップで発生する熱を、ＬＥＤモジュールベースとＬＥＤモジュールブラケットとを通じ
て伝導させ、これをケース上部の放熱板に放熱させるようにし、外装ケースを、角度調節
部を介して設置対象物に取り付け固定したものや、同特許文献１（２）に見られるような
、放熱型筐体内にＬＥＤを装着したＬＥＤ型照明モジュールに光角度調節手段を結合し、
ＬＥＤチップで発生する熱を、放熱型筐体を通じて放熱し、光角度調節手段を調節して照
明角度を調節可能としたものなどが散見される。
【０００５】
　　しかし、上記特許文献１（１）および１（２）に示されているようなＬＥＤ照明器具
類は、搭載したＬＥＤチップが発する熱を、灯具筐体自体の放熱性向上によって冷却しよ
うとするものであり、例えば、ＬＥＤチップを搭載する筐体などの灯具本体にヒートシン
クを設けることができない場合や、灯具筐体を設けない場合、また、ＬＥＤを灯具筐体内
に対し、角度調節手段を介して組み込んだものなどは、充分な冷却性能を確保できなくす
る虞がある上、角度調節構造部分は、一般的なヒンジ構造としているから熱伝導断面積が
小さく、熱流束のボトルネックとなって放熱性能を充分に高めることができないという致
命的な問題を抱えることとなっていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　
【特許文献１】（１）特許第５７０６５３６号公報　　（２）特開２０１３－５８４６７
号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　（問題意識）
　　上述したとおり、従前までに提案のある各種ＬＥＤ照明器具などは、何れもＬＥＤの
狭い照明範囲を補うために、照明灯の支持角度を調節可能とする角度調節機構を組み込ん
だ構造としており、ＬＥＤチップの冷却は、専ら灯具筐体などの照明装置本体にヒートシ
ンクを設けるなどして充分な冷却性能を確保しようとするものとなっているが、照明装置
本体の大型化、構造の複雑化、重量増加などを招くこととなって、灯具筐体の形状の簡素
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化および小型軽量化するのが難しいという課題が残り、こうした状況の中、永年に渡り、
様々な照明装置を開発、製造および提供して来た経験から得られた様々な知見、およびユ
ーザーからの情報などに基づき、角度調節機構を備えた支持構造部分からも効率的に放熱
可能とするための構成につき、更なる改善の可能性を痛感するに至ったものである。
【０００７】
　（発明の目的）
　　そこで、この発明は、ＬＥＤ照明ユニットの支持角度を簡便に調節し、所望の姿勢角
度に簡単、確実に固定可能とする上、ＬＥＤ照明ユニットが発する熱を効率的に冷却可能
とする新たな照明装置技術の開発はできないものかとの判断から、逸速くその開発、研究
に着手し、長期に渡る試行錯誤と幾多の試作、実験とを繰り返してきた結果、今回、遂に
新規な構造のＬＥＤ照明装置を実現化することに成功したものであり、以下では、図面に
示すこの発明を代表する実施例と共に、その構成を詳述することとする。　　　　　　　
　　　　
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（発明の構成）
　　図面に示すこの発明を代表する実施例からも明確に理解されるように、この発明のＬ
ＥＤ照明装置は、基本的に次のような構成から成り立っている。
　　即ち、接地ベース部の適所に、一軸心上に櫛歯状配列とした複数個の支持駒部が突設
され、各支持駒部の一軸心上に軸孔を穿孔した放熱脚座ブロックを有し、該一軸心上の各
支持駒部間に対応して櫛歯状に配列した複数個の可変駒部が設けられ、各可変駒部の当該
一軸心上に軸孔を穿孔し、各可変駒部の基端に少なくとも高熱伝導率の素材製のベース体
、ＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤ、ＣＯＢホルダーおよびリフレクター
を組み合わせてなるＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットの搭載可能なテーブル部が一体化された
放熱テーブルブロックを有し、当該放熱脚座ブロック各支持駒部に対し、該放熱テーブル
ブロック各可変駒部を噛合状に組み合わせ、当該一軸心上に重ね合わせた軸孔の一端から
軸ボルトを串刺し状に貫き、重ね合わせた軸孔の他端に露出した該軸ボルト先端にナット
を螺着して放熱・角度調節機構としてなる放熱型姿勢可変ホルダーが設けられ、当該放熱
テーブルブロック、テーブル部にＬＥＤ照明ユニットが伝熱可能に搭載されてなるものあ
って、前記ＬＥＤ照明ユニットのＣＯＢホルダーは、ＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒ
ｄ）型ＬＥＤのボード部外郭寸法を僅かに上回る環状絶縁板であり、該環状絶縁板の平面
中央に、ボード部表面搭載のＬＥＤチップを露出可能な光源露出窓を肉厚方向に貫通開口
し、該環状絶縁板環状表面をリフレクター用の設置表壁とし、該環状絶縁板環状表面とは
反対の環状絶縁板裏壁の光源露出窓外周がわに、ＣＯＢ型ＬＥＤボード部が、その寸法、
外郭形状を一致し、底面が面一となるよう嵌合され、位置決め可能とする位置決め嵌合溝
を凹設するようにし、該位置決め嵌合溝の光源露出窓を挟み対峙する位置から、遠心方向
に向けて拡開する平面形状とした一対の配線誘導溝を刻設すると共に、該光源露出窓、位
置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる適所にベース体への結合部分、および該光源露出窓
、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる設置表壁の適所に夫々リフレクターを固定する
結合部分を設けた上、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝および結合部分の余と
なる範囲に、光源露出窓を中心とし、配線誘導溝によって光源露出窓を挟み対峙するよう
、少なくとも２分割され、ベース体天面に搭載可能とされた設置裏面を設けてなるものと
した構成を要旨とするＬＥＤ照明装置である。
【０００９】
　　この基本的な構成からなるＬＥＤ照明装置は、その表現を変えて示すならば、接地ベ
ース部の適所に、一軸心上に櫛歯状配列とした複数個の支持駒部が突設され、各支持駒部
の一軸心上に軸孔を穿孔した放熱脚座ブロックを有し、該一軸心上の各支持駒部間に対応
し、櫛歯状に配列した複数個の可変駒部が設けられ、各可変駒部の当該一軸心上に軸孔を
穿孔し、各可変駒部の基端に少なくとも高熱伝導率の素材製のベース体、ＣＯＢ（ｃｈｉ
ｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤ、ＣＯＢホルダーおよびリフレクターを組み合わせてな
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るＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットの搭載可能なテーブル部が一体化された放熱テーブルブロ
ックを有し、当該放熱脚座ブロック各支持駒部に対し、該放熱テーブルブロック各可変駒
部を噛合状に組み合わせ、当該一軸心上に重ね合わせた軸孔の一端から軸ボルトを串刺し
状に貫き、重ね合わせた軸孔の他端に露出した該軸ボルト先端にナットを螺着して放熱・
角度調節機構としてなる放熱型姿勢可変ホルダーが設けられ、当該放熱テーブルブロック
、テーブル部にＬＥＤ照明ユニットが伝熱可能に搭載され、ＬＥＤ照明ユニットが発する
熱を該放熱テーブルブロック、放熱・角度調節機構および放熱脚座ブロックを通じて放熱
、冷却可能としてなるものであって、前記ＬＥＤ照明ユニットのＣＯＢホルダーは、ＣＯ
Ｂ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤのボード部外郭寸法を僅かに上回る環状絶縁
板であり、該環状絶縁板の平面中央に、ボード部表面搭載のＬＥＤチップを露出可能な光
源露出窓を肉厚方向に貫通開口し、該環状絶縁板環状表面をリフレクター用の設置表壁と
し、該環状絶縁板環状表面とは反対の環状絶縁板裏壁の光源露出窓外周がわに、ＣＯＢ型
ＬＥＤボード部が、その寸法、外郭形状を一致し、底面が面一となるよう嵌合され、位置
決め可能とする位置決め嵌合溝を凹設するようにし、該位置決め嵌合溝の光源露出窓を挟
み対峙する位置から、遠心方向に向けて拡開する平面形状とした一対の配線誘導溝を刻設
すると共に、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる適所にベース体への
結合部分、および該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる設置表壁の適所
に夫々リフレクターを固定する結合部分を設けた上、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配
線誘導溝および結合部分の余となる範囲に、光源露出窓を中心とし、配線誘導溝によって
光源露出窓を挟み対峙するよう、少なくとも２分割され、ベース体天面に搭載可能とされ
た設置裏面を設けてなるものとした構成からなるＬＥＤ照明装置となる。
【００１０】
　　より具体的には、高熱伝導率の素材製であり、設置対象物に対して固定する固着部の
設けられた接地ベース部の適所に、一軸心上の適宜間隔置き毎に、該一軸心に直交する配
列方向側面を互いに平行且つ平滑な伝熱壁とし、対峙する伝熱壁間に谷溝部を形成して櫛
歯状に配列した複数個の支持駒部が突設され、各支持駒部の該一軸心上に軸孔が穿孔され
た放熱脚座ブロックを有し、高熱伝導率の素材製であり、当該一軸心上の支持駒部の厚み
に相当する間隔置き毎に、該一軸心に直交する配列方向側面を互いに平行且つ平滑な伝熱
壁とし、対峙する伝熱壁間に対応する支持駒部に嵌合可能な谷溝部を形成して櫛歯状に配
列した複数個の可変駒部が設けられ、各可変駒部の基端に少なくとも高熱伝導率の素材製
のベース体、ＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤ、ＣＯＢホルダーおよびリ
フレクターを組み合わせてなるＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットを伝・放熱可能に搭載したテ
ーブル部が一体化され、各可変駒部の当該一軸心上に軸孔を穿孔した放熱テーブルブロッ
クを有し、当該放熱脚座ブロック各谷溝部に対し、該放熱テーブルブロック各可変駒部を
、該放熱テーブルブロック各谷溝部に対し、当該放熱脚座ブロック各支持駒部を噛合状に
組み合わせ、当該一軸心上に重ね合わせた軸孔の一端から軸ボルトを串刺し状に貫き、重
ね合わせた軸孔の他端に露出した該軸ボルト先端にナットが螺着され、各支持駒部各可変
駒部の対峙伝熱壁同士を密に接合するよう連結した放熱・角度調節機構としてなる放熱型
姿勢可変ホルダーが設けられ、当該放熱テーブルブロック、テーブル部にＬＥＤ照明ユニ
ットが伝熱可能に搭載されてなるものあって、しかも前記ＬＥＤ照明ユニットのＣＯＢホ
ルダーは、ＣＯＢ（ｃｈｉｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤのボード部外郭寸法を僅かに
上回る環状絶縁板であり、該環状絶縁板の平面中央に、ボード部表面搭載のＬＥＤチップ
を露出可能な光源露出窓を肉厚方向に貫通開口し、該環状絶縁板環状表面をリフレクター
用の設置表壁とし、該環状絶縁板環状表面とは反対の環状絶縁板裏壁の光源露出窓外周が
わに、ＣＯＢ型ＬＥＤボード部が、その寸法、外郭形状を一致し、底面が面一となるよう
嵌合され、位置決め可能とする位置決め嵌合溝を凹設するようにし、該位置決め嵌合溝の
光源露出窓を挟み対峙する位置から、遠心方向に向けて拡開する平面形状とした一対の配
線誘導溝を刻設すると共に、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる適所
にベース体への結合部分、および該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる
設置表壁の適所に夫々リフレクターを固定する結合部分を設けた上、該光源露出窓、位置
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決め嵌合溝、配線誘導溝および結合部分の余となる範囲に、光源露出窓を中心とし、配線
誘導溝によって光源露出窓を挟み対峙するよう、少なくとも２分割され、ベース体天面に
搭載可能とされた設置裏面を設けてなるものとした構成からなるＬＥＤ照明装置というこ
とができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　
【発明の効果】
【００１１】
　　以上のとおり、この発明のＬＥＤ照明装置によれば、従前までのものとは違い、上記
したとおりの固有の特徴ある構成から、ＬＥＤ照明ユニットの支持角度を簡便に調節し、
所望の姿勢角度に簡単、確実に固定可能なものとしたことにより、従前までの白熱電球や
蛍光灯などよりも指向性が強く、配光の広がりが狭いというＬＥＤの欠点を解消し、照明
条件や設置箇所などの各種条件に応じて、部品交換など要さずとも照明姿勢を自由且つ迅
速に設定することができる上、放熱型姿勢可変ホルダーを介してＬＥＤ照明ユニットが発
する熱を効率的に冷却可能としたから、ＬＥＤ照明ユニットに組み込んだＬＥＤが、発光
中に生ずる熱を、同ＬＥＤのジャンクション温度（Ｔｊ）設計値よりも低く抑制すること
ができ、ＬＥＤ光量の低下や破損による寿命の短命化などの性能劣化を未然に防止し、Ｌ
ＥＤ照明装置の格段の効率化と長寿命化とを達成可能とすることができるという秀でた特
徴が得られるものである。
【００１２】
　　加えて、ＬＥＤ照明装置の放熱型姿勢可変ホルダーは、その放熱・角度調節機構が、
放熱脚座ブロックの複数個の支持駒部と、放熱テーブルブロックの複数個の可変駒部とを
噛合状に組み合わせ、一軸心上に重ね合わせた軸孔の一端から軸ボルトを串刺し状に貫き
、重ね合わせた軸孔の他端に露出した該軸ボルト先端にナットを螺着するようにしたもの
であるから、簡単な調整操作によって放熱脚座ブロックに対する放熱テーブルブロックを
任意姿勢角度に容易に調節した上、軸ボルト・ナットを締め付けるだけで、複数個の支持
駒部と可変駒部とが噛合状に強固に接合され、その摩擦力によって、より確りと姿勢固定
することが可能になると共に、複数個の支持駒部と可変駒部とが、大きな伝熱面積を確保
し、放熱テーブルブロックがわの熱を効率的且つ大量に放熱脚座ブロックがわへ伝達可能
とし、冷却性能を格段に高めたものとすることができる上、部品点数を最小限度に留めて
簡素化および小型・軽量化を達成することができるという大きな効果を奏するものとなる
。
【００１３】
　　そして、放熱テーブルブロックの可変駒部数を、放熱脚座ブロックの支持駒部数より
も１個多く設け、一軸心上最外側両端に可変駒部を配するよう噛合状に組み合わせしてな
る放熱型姿勢可変ホルダーを有するＬＥＤ照明装置によると、放熱テーブルブロックおよ
び放熱脚座ブロックの連結強度を、さらに高めることができるのは勿論のこと、ＬＥＤ照
明ユニットおよび放熱テーブルブロックから、放熱脚座ブロックおよび接地ベース部に向
けて次第に減少する熱量に倣った充分な熱流断面積を確保し、熱が一部に集中してしまう
のをよく防止して確実に分散し、より一層円滑且つ効率的な熱伝導、輻射、熱伝達および
放熱による冷却を実現化することができるという特徴を有している。
【００１４】
　　また、噛合するよう組み合わせ、一軸心上何れか一方の最外側配置となる可変駒部ま
たは支持駒部の、一軸心上最外側両端に露出状配置となる伝熱壁の中、少なくとも何れか
一方に、軸ボルト先端に螺着するナット用の回転止め溝を刻設してなる放熱型姿勢可変ホ
ルダーを組み込んだＬＥＤ照明装置は、該回転止め溝を設けるのに、新たな部品の追加を
被通用とせず、金型加工や切削加工よって簡単に設けることができ、該回転止め溝の凹欠
形状によって放熱面積を拡大することができると共に、軸ボルトの緊締作業に際し、ナッ
トにレンチなどを嵌合して回転止めする必要がなくなり、組み立て作業、姿勢角度調節作
業および姿勢角度固定作業の効率を格段に高めると共に、ナットを確実に緩み止めするこ
とができるという効果も得られる。
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【００１５】
　　噛合するよう組み合わせ、一軸心上何れか一方の最外側配置となる可変駒部および支
持駒部の中の何れか一方の、一軸心上最外側端に露出する伝熱壁に、軸孔に平行な規制ネ
ジ孔を貫通し、該規制ネジ孔に対して外がわから規制ネジを螺着し、隣接する支持駒部に
対する可変駒部の姿勢角度変化を強固に規制可能なものとした放熱型姿勢可変ホルダーが
組み込まれたＬＥＤ照明装置は、放熱・角度調節機構によって姿勢角度を調整および固定
した放熱脚座ブロックおよび放熱テーブルブロックの姿勢角度を、さらに強固に規制して
ＬＥＤ照明ユニットの姿勢角度維持の性能および信頼性を大幅に高めたものとすることが
できる利点がある。
【００１６】
　　放熱テーブルブロックテーブル部の、ＬＥＤ照明ユニットを搭載する表面、および、
放熱テーブルブロック可変駒部、放熱脚座ブロック支持駒部の互いに接合する伝熱壁間に
、軟質且つ高熱伝導率の伝熱膜を設けてなる放熱型姿勢可変ホルダーを組み込んだＬＥＤ
照明装置によれば、伝熱膜が、可変駒部、支持駒部間の伝熱面積を増大し、熱伝達効率を
一層高めるものとなり、より一段と効率的な伝熱および冷却を実現化するものとなる。
【００１７】
　　ＬＥＤ照明ユニットを、少なくとも高熱伝導率の素材製のベース体、ＣＯＢ（ｃｈｉ
ｐ　ｏｎ　ｂｏａｒｄ）型ＬＥＤ、ＣＯＢホルダーおよびリフレクターを組み合わせてな
るＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットを搭載してなるＬＥＤ照明装置によれば、点光源、大光量
というＣＯＢ型ＬＥＤ特有の特徴を活かし、大幅な小型・軽量化、構造の簡素化および部
品点数の大幅削減を達成し、より効率的な照明を実現化することが可能となる。
【００１８】
　　また、ＬＥＤ照明ユニットを、少なくとも、高熱伝導率素材製のベース体、ＣＯＢ型
ＬＥＤ、ＣＯＢホルダー、反射シートおよびレンズを組み合わせてなるＣＯＢ型ＬＥＤ照
明ユニットを搭載してなるＬＥＤ照明装置によれば、複数個のＬＥＤチップを搭載せずに
、１個のＣＯＢ型ＬＥＤによって多数のＬＥＤチップを搭載した場合のように広範囲に照
明することが可能となる上、レンズを、所望の指向性が付与されるよう設計した配光制御
レンズとすることにより、目標範囲に向けて指向性のある照明を実現化し、複数個のＬＥ
Ｄチップを１つずつ個別の角度調整台に搭載する照明装置に比較し、部品点数および製造
工数を大幅削減して、より小型・軽量化して格段に効率的に製造することができるものと
なるという効果が得られるものとなる。
【００１９】
　　ＬＥＤ照明ユニットのＣＯＢホルダーが、環状絶縁板からなり、少なくとも光源露出
窓、設置表壁、位置決め嵌合溝、配線誘導溝、結合部分および設置裏面を有するものとし
たことにより、ＣＯＢ型ＬＥＤをベース体に対し、作業効率良く、しかも位置決め嵌合溝
が位置決め機能を発揮して設計位置に正確に固定可能とし、さらに、ＣＯＢ型ＬＥＤのボ
ード部表面に露出する電極を短絡させずに組み込むことができると共に、リフレクター用
の結合部品の機能を兼ね備えて部品点数を削減し、光源露出窓からＬＥＤチップの発光範
囲を全て露出して全ての光束を無駄なく照射可能とする上、遠心方向に向けて拡開する配
線誘導溝が、ＣＯＢ型ＬＥＤの電極から延伸する電源リード配線の配線取り回しの自由度
を格段に高めるから、組み立て作業効率を大幅に向上可能なものとする利点がある。
【００２０】
　　そして、ＬＥＤ照明ユニットを、少なくとも、高熱伝導率の素材製のベース体、片面
絶縁型プリント基板、ＳＭＤ（ｓｕｒｆａｃｅ　ｍｏｕｎｔ　ｄｅｖｉｃｅ）型ＬＥＤお
よびレンズを組み合わせてなるＳＭＤ型ＬＥＤ照明ユニットとすることにより、従前まで
であれば、片面絶縁型プリント基板に対して複数個のＳＭＤ型ＬＥＤを組み込んでなる構
造上、複数個のＳＭＤ型ＬＥＤの照射方向を個々に調節しなければならなかったが、こう
したＳＭＤ型ＬＥＤを１個ずつ角度調節する従来型の作業を全く不要にすると共に、角度
調整台を廃止し、ＳＭＤ型ＬＥＤから片面絶縁型プリント基板およびベース体への熱の伝
達効率を格段に高めることができる上、放熱型姿勢可変ホルダーの放熱・角度調節機構を
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調節、固定するだけで、搭載した全てのＳＭＤ型ＬＥＤの照射方向を一括して調節するこ
とが可能となることから、設置作業の効率を格段に高めたものとすることができるという
大きな特徴を発揮する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　　上記したとおりの構成からなるこの発明の実施に際し、その最良もしくは望ましい形
態について説明を加えることにする。
　　放熱型姿勢可変ホルダーは、ＬＥＤ照明ユニットを、その照明方向を調節可能とする
ようにして搭載したＬＥＤ照明ユニットの支持姿勢を容易に調節可能に支持する共に、搭
載ＬＥＤ照明ユニットが、発光に伴って発する熱を、自ら吸収、放熱して冷却可能とする
機能を担うものであり、放熱・角度調節機構を介して連結した放熱脚座ブロックおよび放
熱テーブルブロックなどの主要構成部分が、ＬＥＤ照明ユニットを強固に支持できる充分
な強度を有すると共に、高熱伝導率の素材製のものとし、部品同士の接続部分を熱伝導し
易い素材、形状のものとすべきである。
【００２２】
　　放熱脚座ブロックは、伝熱および放熱性を有していて、放熱テーブルブロックを所定
の一軸心回りに回動且つ固定可能に連結、支持する機能を担うものであり、接地ベース部
の適所に、一軸心上に櫛歯状配列とした複数個の支持駒部を突設し、各支持駒部の一軸心
上に軸孔を穿孔したものとしなければならず、高熱伝導率の素材製とすべきであり、例え
ば、アルミニウム合金、銅合金、ステンレス合金、鋼、チタン合金、マグネシウム合金、
高熱伝導率が得られる素材からなるセラミックス、その他の純金属、合金、複合素材、そ
の他、各種素材中の何れかの素材製としても良く、当該放熱型姿勢可変ホルダーの全体を
構成する個々の部品の素材も同様に、高熱伝導率の何れかの素材製とすることができる。
【００２３】
　　放熱脚座ブロックの接地ベース部は、設置箇所に対して接合すると共に、当該放熱型
姿勢可変ホルダー全体および搭載したＬＥＤ照明ユニットを、充分な強度を持って支持可
能とする上、放熱テーブルブロックから伝わる熱の一部を、外気中や設置箇所などに放熱
するという機能を担っており、設置箇所に確りと支持可能なものとしなければならず、効
率的に伝熱できるよう、設置箇所に対して充分な接合面積を確保可能な形状のものとすべ
きであり、設置対象物に対して確りと固定できる固着部を有するものとするのが望ましく
、固着部は、設置対象物に対して充分な耐久強度が付与されて確りと固着し、ＬＥＤ照明
ユニットを支持可能とする機能を担い、設置対象物に対して固着可能な接着剤膜や粘着剤
膜などの外、結束帯、ボルト、ビス、釘などの装着部、または、一部を設置対象物がわに
設けた植え込みボルトや、ネジ穴、バックル機構や留め金具機構の他部などとすることが
可能であり、より具体的には、後述する実施例にも示すように、矩形状接地ベース部の両
端に、厚み方向に貫通するよう穿設したネジ用の取付孔とすることができる。
【００２４】
　　一軸心は、放熱脚座ブロックに対して放熱テーブルブロックの支持姿勢角度を回動状
に変更可能とする中心位置を示し、回動する放熱テーブルブロックが、充分な姿勢変更を
可能とするよう、接地ベース部表面から僅かに離れた位置に設定し、支持駒部および可変
駒部の各伝熱壁が、該一軸心に直交する配置関係としなければならず、接地ベース部の設
置箇所に対する接地面に適宜角度で斜めの軸心とすることが可能である外、後述する実施
例にも示しているように、接地ベース部の裏面がわであって設置対象物に対する接地面に
対して平行なものとすることができる。
【００２５】
　　放熱脚座ブロックの支持駒部は、接地ベース部に対し、放熱テーブルブロックの可変
駒部が、一軸心を中心に回動自在および支持可能とされ、放熱テーブルブロックの可変駒
部から伝わる熱を、効率的に接地ベース部に伝達すると共に、自らも外部に放熱可能とす
る機能を担うものであって、接地ベース部適所の一軸心上、適宜間隔置き毎に、該一軸心
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に直交する配列方向側面を互いに平行且つ平滑な伝熱壁とし、対峙する伝熱壁間に谷溝部
を形成し、櫛歯状に配列するよう突設し、該一軸心上に軸孔を穿孔したものとしなければ
ならず、後述する実施例にも示してあるように、支持駒部の先端がわの角を大きく面取り
し、放熱テーブルブロックと干渉せず、円滑に回動、支持角度調節可能なものとすること
ができる。
【００２６】
　　支持駒部の伝熱壁は、支持駒部に可変駒部を噛合するよう組み合わせた場合に、可変
駒部の伝熱壁と効率的に熱伝導可能とし、ＬＥＤ照明ユニットが発する熱を、放熱テーブ
ルブロックから放熱脚座ブロックがわに迅速に伝熱可能とする機能を担い、支持駒部に対
して可変駒部を一軸心回りに角度調節可能とするよう、伝熱壁を一軸心に直交する姿勢と
し、互いに平行且つ平滑な壁面からなるものとしなければならず、後述する実施例にも示
したとおり、伝熱壁に、軟質且つ高熱伝導率の伝熱用シートやゲルおよび熱伝導グリスな
どの少なくとも何れか１つの伝熱膜を、可変駒部の伝熱壁との間で共有するよう設けてな
るものとすることができる。
【００２７】
　　支持駒部の軸孔は、一軸心上に櫛歯状に配列した複数個の支持駒部に、一軸心上に櫛
歯状に配列した複数個の可変駒部を噛合状に組み合わせ、支持駒部に対して可変駒部を一
軸心回りに回動可能とするよう、噛合状に組み合わせた複数個の支持駒部および可変駒部
に軸ボルトを串刺し状に貫き装着可能とする機能を担うものとし、軸ボルトの軸部分直径
より僅かに大きな内径に設定し、一軸心に同心上配置となるよう穿設したものとしなけれ
ばならず、後述する実施例にも示すとおり、軸孔内周壁と軸ボルトの軸部分外周壁との間
に、軟質且つ高熱伝導率の伝熱用シートやゲルおよび熱伝導グリスなどの少なくとも何れ
か１つの伝熱膜を設けたものとすることが可能である。
【００２８】
　　支持駒部間の谷溝部は、可変駒部と噛合状に組み合わせ、一軸心回りに回動して姿勢
角度を調節可能とし、互いの伝熱壁を効率的に熱伝導可能とするよう密に接合可能とする
機能を担い、支持駒部と可変駒部との噛合状の組み合わせ作業を容易に行えるよう、一軸
心方向の谷溝部幅を、それに嵌合する可変駒部の肉厚寸法より極僅かに大きく設定したも
のとすべきである。
【００２９】
　　放熱テーブルブロックは、伝熱および放熱性を有してＬＥＤ照明ユニットを搭載し、
放熱脚座ブロックに対して所定の一軸回りに回動、且つ固定状に連結可能となる機能を担
うものであり、一軸心上の支持駒部の厚みに相当する間隔置き毎に、該一軸心に直交する
配列方向側面を互いに平行且つ平滑な伝熱壁とし、対峙する伝熱壁間に対応する支持駒部
に嵌合可能な谷溝部を形成し、櫛歯状に配列した複数個の可変駒部を設け、各可変駒部の
基端に、ＬＥＤ照明ユニットを伝・放熱可能に搭載するテーブル部を一体化し、各可変駒
部の当該一軸心上に軸孔を穿孔してなるものとしなければならず、放熱脚座ブロックと同
様に、高熱伝導率素材製のものとすべきである。
【００３０】
　　放熱テーブルブロックのテーブル部は、複数個の可変駒部に対してＬＥＤ照明ユニッ
トを搭載可能とし、該ＬＥＤ照明ユニットが発する熱を自ら放熱可能とする上、複数個の
可変駒部に効率的に熱分配するよう熱伝導する機能を担うものとなり、高熱伝導率素材製
とし、ＬＥＤ照明ユニットを効率良く熱伝導可能に搭載するのに適した天面形状のものと
しなければならず、ＬＥＤ照明ユニットを固定可能とするネジ孔、バックル機構、嵌合鈎
などの様々な固定機構の中、何れかの結着部を設けたものとすべきであり、後述する実施
例にも示しているように、テーブル部天面を一軸心に平行且つ平滑な平面壁からなるもの
とし、ＬＥＤ照明ユニットとの間に、軟質且つ高熱伝導率の伝熱用シートやゲルおよび熱
伝導グリスなどの少なくとも何れか１つの伝熱膜を設けたものとするのが良い。
【００３１】
　　放熱テーブルブロックの可変駒部は、テーブル部に対して放熱脚座ブロックの支持駒
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部が、一軸心を中心に回動自在および支持可能とされるようにすると共に、ＬＥＤ照明ユ
ニットを搭載したテーブル部から伝わる熱を効率的に支持駒部に伝達する上、自らも外部
に放熱可能とする機能を担うものであって、テーブル部裏面がわの一軸心上の適宜間隔置
き毎に、該一軸心に平行な配列方向に直交する側面を互いに平行且つ平滑な伝熱壁とし、
対峙する伝熱壁間に谷溝部を形成し、櫛歯状に配列するよう突設し、該一軸心上に軸孔を
穿孔したものとしなければならず、後述する実施例にも示すように、可変駒部の先端がわ
の角を大きく面取りし、放熱脚座ブロックと干渉せず、円滑に支持角度調節可能なものと
するのが良い。
【００３２】
　　可変駒部の伝熱壁は、可変駒部に支持駒部を噛合するよう組み合わせた場合に、支持
駒部の伝熱壁と効率的に熱伝導可能とし、ＬＥＤ照明ユニットが発する熱を、放熱テーブ
ルブロックから放熱脚座ブロックがわに効率的に伝熱可能とする機能を担い、可変駒部に
対して支持駒部を一軸心回りに角度調節可能とするよう、伝熱壁を一軸心に直交する姿勢
とし、互いに平行且つ平滑な壁面からなるものとしなければならず、後述する実施例にも
示したように、伝熱壁に、軟質且つ高熱伝導率の伝熱用シートやゲルおよび熱伝導グリス
などの少なくとも何れか１つの伝熱膜を、支持駒部の伝熱壁との間で共有するよう設けた
ものとすることができる。
【００３３】
　　可変駒部の軸孔は、一軸心上に櫛歯状に配列した複数個の可変駒部に、一軸心上に櫛
歯状に配列した複数個の支持駒部を噛合状に組み合わせ、可変駒部に対して支持駒部一軸
心回りに回動可能とするよう、噛合状に組み合わせた複数個の可変駒部および支持駒部に
、軸ボルトを串刺し状に貫き装着可能とする機能を担うものとし、軸ボルトの軸部分直径
より僅かに大きな内径に設定し、一軸心に同心上配置となるよう穿設したものとしなけれ
ばならず、軸孔内周壁と軸ボルトの軸部分外周壁との間に、軟質且つ高熱伝導率の伝熱用
シートやゲルおよび熱伝導グリスなどの少なくとも何れか１つの伝熱膜を設けたものとす
ることが可能である。
【００３４】
　　可変駒部間の谷溝部は、支持駒部と噛合状に組み合わせ、一軸心回りに回動するよう
にして姿勢角度を調節可能とし、互いの伝熱壁を効率的に熱伝導可能とするよう密に接合
可能とする機能を担い、可変駒部と支持駒部との噛合状の組み合わせ作業を容易に行える
よう、一軸心方向の谷溝部幅を、嵌合する支持駒部の肉厚寸法より極僅かに大きく設定し
たものとすべきである。
【００３５】
　　放熱・角度調節機構は、放熱脚座ブロックに対して放熱テーブルブロックを一軸心回
りに回動可能に連結し、放熱脚座ブロックに対する放熱テーブルブロックの姿勢角度を調
節可能とし、放熱脚座ブロックに対して放熱テーブルブロックを所望の姿勢角度に確りと
固定可能とすると共に、放熱テーブルブロックの熱を放熱脚座ブロックに効率的に伝達可
能とする機能を担っており、放熱脚座ブロック各谷溝部に対し、該放熱テーブルブロック
各可変駒部を噛合状に組み合わせると共に、該放熱テーブルブロック各谷溝部に対し、当
該放熱脚座ブロック各支持駒部を噛合状に組み合わせ、当該一軸心上に重ね合わせた軸孔
の一端から軸ボルトを串刺し状に貫き、重ね合わせた軸孔の他端に露出した該軸ボルト先
端にナットを螺着し、各支持駒部各可変駒部の対峙伝熱壁同士を密に接合するよう連結し
たものとしなければならず、後述する実施例にも示しているが、対峙する伝熱壁間に、夫
々、軟質且つ高熱伝導率の伝熱用シートやゲルおよび熱伝導グリスなどの少なくとも何れ
か１つの伝熱膜を設けたものとするべきである。
【００３６】
　　ナット用回転止め溝は、一軸心上に配列するよう、噛合状に組み合わせた複数個の可
変駒部および支持駒部の軸孔の一方から他方に串刺し状に貫いた軸ボルト先端に、螺着す
るナットの回転を規制可能とする機能を分担するものであり、ナットの回転を規制可能な
形状、構造のものとしなければならず、例えば、ナットの座に相当することとなる可変駒
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部または支持駒部の少なくとも何れか一方の外壁（伝熱壁）に、一軸心に平行に立設し、
六角ナット頭部６角の対応する何れか１つの角に係合する規制ピンに置き換えることが可
能であり、耐久強度や部品点数の削減、加工工数などを考慮すると、後述する実施例にも
示すとおり、六角ナットの平行する二側壁を挟み対峙する一対の壁面を有する溝形状のも
のとするのが良い。
【００３７】
　　軸ボルト・ナットは、一軸心上に配列するよう、噛合状に組み合わせた複数個の可変
駒部および支持駒部の軸孔を一方から他方に串刺し状に貫き、放熱脚座ブロックに対して
放熱テーブルブロックを一軸心回りに回動、角度調節可能に軸着すると共に、緊締して放
熱脚座ブロックに対する放熱テーブルブロックの姿勢角度を確り固定可能とする機能を担
っており、同様の機能を有するものであれば、例えば、一軸心回りに回動可能に軸支する
軸機能を持つ支軸と可変駒部および支持駒部とを、効率良い熱伝導が達成されるよう互い
に密接させると共に、互いの姿勢角度を固定可能とする緊締機能を有している万力やクラ
ンプなどの締め付け金具類とを組み合わせたものに置き換えることも可能ではあるものの
、部品点数の削減、および放熱・角度調節機構の小型・軽量化などを考慮すると、後述す
る実施例にも示しているとおり、支軸を兼ねた軸ボルトと、緊締可能にするナットとから
構成されるようにするのが望ましいといえる。
【００３８】
　　規制ネジ孔および規制ネジは、放熱・角度調節機構の緊締によって放熱脚座ブロック
に対して、所望の姿勢角度に固定した放熱テーブルブロックを、さらに、強固且つ固定状
に角度規制し、不用意な姿勢変化を、より確実に防止可能とする機能を担うものであり、
噛合するよう組み合わせ、一軸心上何れか一方の最外側配置となる可変駒部および支持駒
部の中の何れか一方の、一軸心上最外側端に露出する伝熱壁に、軸孔に平行な規制ネジ孔
を貫通し、該規制ネジ孔に対して外がわから規制ネジを螺着し、該規制ネジ先端を対峙す
る伝熱壁に対して強い圧力を掛けて接合して高い摩擦力を得るようにし、隣接する支持駒
部に対する可変駒部の姿勢角度変化を強固に規制可能なものであり、さらに、該規制ネジ
先端に対峙する伝熱壁に、一軸心回りの適宜角度置き毎に点在する複数個の嵌合穴を刻設
し、該規制ネジ先端を、何れか対応する嵌合穴に嵌合するよう締め付け、より強固に放熱
脚座ブロックに対する放熱テーブルブロックの姿勢角度を固定可能なものとすることがで
き、後述する実施例にも示してあるように、回転止め溝内のナットと干渉しない適所に規
制ネジ孔を穿設し、規制ネジを螺着したものとすることができる。
【００３９】
　　ＬＥＤ照明ユニットは、ＬＥＤを発光して所望の範囲を照明可能とする機能を担うも
のであり、１または複数のＬＥＤを有し、放熱型姿勢可変ホルダー、放熱テーブルブロッ
クのテーブル部に伝熱可能状態に搭載可能なものとしなければならず、後述する各実施例
にも示してあるとおり、少なくとも高熱伝導率の素材製のベース体、ＣＯＢ型ＬＥＤ、ジ
ュラコン樹脂製ＣＯＢホルダーおよび合成樹脂製リフレクターを組み合わせてなるＣＯＢ
型ＬＥＤ照明ユニットとしたり、少なくとも、高熱伝導率の素材製のベース体、ＣＯＢ型
ＬＥＤ、ＣＯＢホルダー、反射シートおよびレンズを組み合わせてなるＣＯＢ型ＬＥＤ照
明ユニットとしたりすることが可能な外、少なくとも、高熱伝導率の素材製のベース体、
片面絶縁型プリント基板、ＳＭＤ型ＬＥＤ、およびレンズ等を組み合わせてなるＳＭＤ型
ＬＥＤ照明ユニットとしての光源モジュールとすることができる。
【００４０】
　　ＬＥＤ照明ユニットのＣＯＢホルダーは、ＣＯＢ型ＬＥＤを放熱型姿勢可変ホルダー
放熱テーブルブロックのテーブル部に確実に固定する機能を担っており、ＣＯＢ型ＬＥＤ
の搭載作業性を高めると共に、リフレクターを所望の位置に簡単、確実に装着可能とする
ものとすべきであり、リフレクターに置き換えて配光制御レンズを搭載する場合には、配
光制御レンズに干渉しない寸法形状のものとするのが望ましく、電気絶縁性を有するジュ
ラコン樹脂やシリコン樹脂などの合成樹脂製のものとした方が良く、後述する実施例にも
示すように、ＣＯＢ型ＬＥＤのボード部外郭寸法を僅かに上回る環状絶縁板であり、該環
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状絶縁板の平面中央に、ボード部表面搭載のＬＥＤチップを露出可能な光源露出窓を肉厚
方向に貫通開口し、該環状絶縁板環状表面をリフレクター用の設置表壁とし、該環状絶縁
板環状表面とは反対の環状絶縁板裏壁の光源露出窓外周がわに、ＣＯＢ型ＬＥＤボード部
が、その寸法、外郭形状を一致し、底面を面一とさせるよう嵌合させられ、位置決め可能
とする位置決め嵌合溝を凹設し、該位置決め嵌合溝の光源露出窓を挟み対峙する位置から
遠心方向に向けて拡開する平面形状とした一対の配線誘導溝を刻設すると共に、該光源露
出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる適所にベース体への結合部分、および該光
源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝の余となる設置表壁の適所に、リフレクター固定
用の結合部分を設けた上、該光源露出窓、位置決め嵌合溝、配線誘導溝および結合部分の
余となる範囲に、光源露出窓を中心とし、配線誘導溝によって光源露出窓を挟み対峙する
よう、少なくとも２分割され、ベース体天面に搭載可能とされた設置裏面を設けてなるも
のとすることができる。
【００４１】
　　ＣＯＢホルダーの位置決め嵌合溝は、ＬＥＤチップを光源露出窓より露出させるよう
組み込んだＣＯＢ型ＬＥＤのボード部をベース体との間に保持し、ＣＯＢ型ＬＥＤのボー
ド部が、ベース体上を不要にズレ動かないよう規制可能とする機能を担い、該ボード部の
天面および周縁の適宜範囲に当接する形状の溝壁を有するものとしなければならず、後述
する実施例にも示すとおり、適所に逃げ孔を穿設して該ボード部の嵌合をより確実なもの
とすることができ、ＣＯＢホルダーの配線誘導溝は、位置決め嵌合溝に嵌合したＣＯＢ型
ＬＥＤのボード部の電源リード配線を支障なく外部に導出可能とする機能を担っており、
配線誘導溝の深さは、電源リード配線の外径よりも大きく（深く）設定しなければならず
、位置決め嵌合溝の光源露出窓を挟み対峙する２箇所から、一対の溝が、遠心方向に向け
て拡開する扇形状などの平面形状のものとすべきであり、後述する実施例にも示してある
ように、位置決め嵌合溝に組み込んだ平面四角形状のＣＯＢ型ＬＥＤの電源リード配線の
延出方向となる一対角線上に、貫くよう刻設してなるものとすることができる。
　　以下では、図面に示すこの発明を代表する実施例と共に、その構造について詳述する
こととする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　
【図面の簡単な説明】
【００４２】
　　図面は、この発明のＬＥＤ照明装置の技術的思想を具現化した代表的な幾つかの実施
例を示すものである。
【図１】ＬＥＤ照明装置を示す斜視図である。
【図２】放熱型姿勢可変ホルダーを示す斜視図である。
【図３】ＬＥＤ照明装置を示す三面図である。
【図４】ＬＥＤ照明装置を断面化して示す正面図である。
【図５】分解したＬＥＤ照明装置を示す正面図および側面図である。
【図６】放熱テーブルブロックを示す三面図である。
【図７】放熱脚座ブロックを示す三面図である。
【図８】放熱・角度調節機構を持たない放熱型ホルダーを示す三面図である。
【図９】リフレクターを有するＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットの組立て工程を示す平面図お
よび一部断面化した正面図である。
【図１０】リフレクター搭載ＬＥＤ照明ユニット用のベース体を示す平面図および正面図
である。
【図１１】ＣＯＢホルダーを示す三面図である。
【図１２】リフレクターおよびＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニット搭載ＬＥＤ照明装置の角度調
節状態を示す側面図である。
【図１３】レンズおよびＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニット搭載ＬＥＤ照明装置の平面図、側面
図および角度調節状態を示す側面図である。
【図１４】レンズを有するＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットの組立て工程を示す平面図および
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一部断面化した正面図である。
【図１５】ＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニットの反射シートを示す平面図である。
【図１６】配光制御レンズ搭載用のベース体を示す平面図および正面図である。
【図１７】ＳＭＤ型ＬＥＤ照明ユニット搭載ＬＥＤ照明装置の平面図、側面図、および角
度調節状態を示す側面図である。
【図１８】片面絶縁型プリント基板搭載用のベース体を示す平面図および正面図である。
面図である。
【実施例１】
【００４３】
　　図１ないし図７および図９ないし図１２に示す事例は、接地ベース部２０の適所に、
一軸心Ｃ上に櫛歯状配列とした複数個の支持駒部２２，２２，……を突設し、各支持駒部
２２，２２，……の一軸心Ｃ上に軸孔２４を穿孔した放熱脚座ブロック２を有し、該一軸
心Ｃ上の各支持駒部２２，２２，……間に対応し、櫛歯状に配列した複数個の可変駒部３
２，３２，……を設け、各可変駒部３２，３２，……の当該一軸心Ｃ上に軸孔３４を穿孔
し、各可変駒部３２，３２，……の基端に、ＬＥＤ照明ユニット９を搭載可能なテーブル
部３０を一体化した放熱テーブルブロック３を有し、当該放熱脚座ブロック２各支持駒部
２２，２２，……に対し、該放熱テーブルブロック３各可変駒部３２，３２，……を噛合
状に組み合わせ、当該一軸心Ｃ上に重ね合わせた軸孔２４，３４の一端から軸ボルト６を
串刺し状に貫き、重ね合わせた軸孔２４，３４の他端に露出した該軸ボルト６先端にナッ
ト６０を螺着し、放熱・角度調節機構４としてなる放熱型姿勢可変ホルダー１１を設け、
当該放熱テーブルブロック３、テーブル部３０にＬＥＤ照明ユニット９を伝熱可能に搭載
してなるものとした、この発明のＬＥＤ照明装置における代表的な一実施例を示すもので
ある。
【００４４】
　　それら各図からも明確に把握できるとおり、この発明のＬＥＤ照明装置１は、放熱型
姿勢可変ホルダー１１、および、該放熱型姿勢可変ホルダー１１に搭載したＬＥＤ照明ユ
ニット９からなるものであり、該放熱型姿勢可変ホルダー１１は、放熱脚座ブロック２お
よび放熱テーブルブロック３の主要な２部品を高熱伝導率のアルミニウム合金製とし、放
熱脚座ブロック２の接地ベース部２０は、長方形の四角を面取り加工した厚板形状部分で
あって長手方向両端寄りの幅寸法中央に、建築物などの設置対象物に対して固定する固着
部２１としての取付孔２１を肉厚方向に貫通し、該接地ベース部２０の表面中央には、同
接地ベース部２０長手方向に平行であって、同接地ベース部２０表面より僅かに離れた位
置に設定した一軸心Ｃ上の適宜間隔置き毎に、該一軸心Ｃに直交する配列方向側面２３，
２３，……を互いに平行且つ平滑な伝熱壁２３，２３，……とし、対峙する伝熱壁２３，
２３間に夫々谷溝部２５，２５，２５を形成し、櫛歯状に配列した４個の支持駒部２２，
２２，……を突設し、各支持駒部２２，２２，……先端の角は、大きく面取り加工し、各
支持駒部２２，２２，……の該一軸心Ｃ上に軸孔２４を穿孔したものとしてある。
【００４５】
　　放熱テーブルブロック３は、当該一軸心Ｃ上の支持駒部２２，２２，……の厚みに相
当する間隔置き毎に、該一軸心Ｃに直交する配列方向側面３３，３３，……を互いに平行
且つ平滑な伝熱壁３３，３３，……とし、対峙する伝熱壁３３，３３，……間に対応する
支持駒部２２，２２，……に嵌合可能な谷溝部３５，３５，……を形成し、櫛歯状に配列
した５個の可変駒部３２，３２，……を設け、各可変駒部３２，３２，……の基端には、
各可変駒部３２，３２，……の全幅および当該一軸心Ｃ上両端に配する各可変駒部３２，
３２外向き伝熱壁３３，３３間に渡る矩形状範囲に、矩形肉厚平板状であって、後述する
ＬＥＤ照明ユニット９を伝・放熱可能に搭載するテーブル部３０を、一軸心Ｃに平行な姿
勢に一体化し、該テーブル部３０天面の一軸心Ｃ上両端寄りには、テーブル部３０天面に
垂直なネジ穴からなる結着部３１，３１を穿設し、各可変駒部３２，３２，……の当該一
軸心Ｃ上には、軸孔３４を穿孔したものである。
【００４６】
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　　加えて、放熱テーブルブロック３は、当該一軸心Ｃの一方端がわに対応する最外側の
１個の可変駒部３２の、一軸心Ｃの一方外側に露出する伝熱壁３３に、軸ボルト６先端に
螺着する六角ナット６０頭部の平行する２壁面に係合し、回転止めとなる回転止め溝５を
刻設し、さらに、該１個の可変駒部３２の幅方向の何れか一方端寄りであって、該回転止
め溝５に嵌合するナット６０に干渉しない適所に、一軸心Ｃに平行な規制ネジ孔７を貫通
し、該規制ネジ孔７には、その外端がわから規制ネジ７０を螺着し、同規制ネジ７０先端
が、対応する支持駒部２２伝熱壁２３に当接可能としてなるものとしてある。
【００４７】
　　放熱・角度調節機構４は、放熱脚座ブロック２支持駒部２２，２２，……伝熱壁２３
，２３，……、および放熱テーブルブロック３可変駒部３２，３２，……可変駒部３２，
３２，……の一軸心Ｃ上最外端配置を除く各伝熱壁３３，３３，……、換言すれば、各谷
溝部２５，２５，……，３５，３５，……に臨む伝熱壁２３，２３，……，３３，３３，
……に、シリコングリス８を塗布して伝熱膜８，８，……を設けたものとし、放熱脚座ブ
ロック２各谷溝部２５，２５，２５に対して、該放熱テーブルブロック３の中央３個の可
変駒部３２，３２，３２を対応させ、外端側２個の可変駒部３２，３２が、４個中外端配
置となる２個の支持駒部２２，２２の外側に配するよう噛合状に組み合わせ、各軸孔２４
，３４を、当該一軸心Ｃ上に重ね合わせた上、一軸心Ｃ上の回転止め溝５を設けたのとは
反対がわとなる他端がわから、六角穴付き頭部を有する軸ボルト６を串刺し状に貫き、該
回転止め溝５に露出した該軸ボルト６先端に六角ナット６０を螺着すると共に、同六角ナ
ット６０頭部の平行する２壁を回転止め溝５に嵌合させて緊締し、各支持駒部２２，２２
，……各可変駒部３２，３２，……の対峙伝熱壁２３，２３，……，３３，３３，……同
士を、伝熱膜８，８，……（図中には塗布位置のみを示す）を介して密に接合するよう連
結したものとしてある。
【００４８】
　　図８に示しているように、放熱型姿勢可変ホルダー１１は、ＬＥＤ照明ユニット９の
支持角度を調節する必要がなく、放熱・角度調節機構４が不要な場合には、接地ベース部
２０の天面中央に、テーブル部３０を一体化してなり、テーブル部３０に搭載したＬＥＤ
照明ユニット９からの熱を迅速に吸収し、放熱すると共に、設置対象物がわにも効率的に
熱伝達可能としてなる、アルミニウム合金製の鉛直固定ホルダー１２に置き換えることが
できる。
【００４９】
　　図１ないし図７および図９ないし図１２に示すように、当該放熱テーブルブロック３
テーブル部３０天面には、ＬＥＤ照明ユニット９を搭載し、結着部３１，３１であるネジ
穴に、ネジ結合によって一体化したものとし、該ＬＥＤ照明ユニット９は、当該テーブル
部３０天面にシリコングリス８を塗布してなる伝熱膜８を介して、高熱伝導率素材である
アルミニウム合金製の円板状ベース体９０、同ベース体９０天面中央にも同様に設けた伝
熱膜８に、底面を接合するよう１個のＣＯＢ型ＬＥＤ９１を重ね、該ＣＯＢ型ＬＥＤ９１
の発光部を露出し、その周囲を抑えるよう、絶縁素材であるジュラコン樹脂製、枠状のＣ
ＯＢホルダー９２を装着し、該ＣＯＢ型ＬＥＤ９１の発光部周囲に、高反射率のリフレク
ター９３が包囲するよう組み合わせて一体としたＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニット９ａである
。
【００５０】
　　図９および図１１にも示すとおり、ＣＯＢホルダー９２は、装着対象となるＣＯＢ型
ＬＥＤ９１の矩形ボード部９１ａに被着可能な外径および肉厚寸法、且つジュラコン樹脂
製環状絶縁板９２であって、該円板形の環状絶縁板９２の中央に、ＣＯＢ型ＬＥＤ９１の
円形状ＬＥＤチップ９１ｂの周縁環状突部に外嵌可能な、平面円形の光源露出窓９２ａを
肉厚方向に貫通開口し、該環状絶縁板９２の環状表面をリフレクター９３用の設置表壁９
２ｂとするよう平坦面状とし、同環状絶縁板９２の裏壁の円形露出窓９２ａの外周がわに
、ＣＯＢ型ＬＥＤ９１の矩形ボード部９１ａが、その肉厚寸法と溝の深さ（高さ）寸法、
および外郭形状と溝形状とを一致し、底面が面一となるよう嵌合し、位置決め可能とする
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矩形位置決め嵌合溝９２ｃを凹設し、同裏壁の該矩形位置決め嵌合溝９２ｃに嵌合したＣ
ＯＢ型ＬＥＤ９１の矩形ボード部９１ａの対角付近から夫々延伸する一対の電源リード配
線９１ｃ，９１ｃを誘導可能な、深さ（高さ）寸法であって、該矩形位置決め嵌合溝９２
ｃの対角夫々から遠心方向に向けて拡開する平面形状（例えば平面扇形状、平面台形状な
ど）の一対の配線誘導溝９２ｄ，９２ｄを内・外周壁開口連通状とするよう刻設すると共
に、該矩形位置決め嵌合溝９２ｃの一対の配線誘導溝９２ｄ，９２ｄを設けた外の余とな
る対角には、ＣＯＢ型ＬＥＤ９１の矩形ボード部９１ａの対応する対角を夫々位置決め容
易とするよう、適宜直径の逃げ孔９２ｅ，９２ｅを穿設したものである。
【００５１】
　　さらに、ＣＯＢホルダー９２は、光源露出窓９２ａ、矩形位置決め嵌合溝９２ｃ、配
線誘導溝９２ｄ，９２ｄおよび逃げ孔９２ｅ，９２ｅの余となる適所に、当該ＣＯＢホル
ダー９２をベース体９０に結合するための結合部分としての取付孔９２ｆ，９２ｆ、およ
び、同ＣＯＢホルダー９２に対してリフレクター９３を固定するための結合部分としての
取付孔９２ｆ，９２ｆを夫々肉厚方向に貫通するよう穿設し、当該環状絶縁板９２裏壁面
の光源露出窓９２ａ、矩形位置決め嵌合溝９２ｃ、配線誘導溝９２ｄ，９２ｄ、逃げ孔９
２ｅ，９２ｅおよび結合部分としての各取付孔９２ｆ，９２ｆ，……の余となる範囲を平
坦面状であって、光源露出窓９２ａを中心として配線誘導溝９２ｄ，９２ｄによって２分
割状に分離し、互いに光源露出窓９２ａを挟み対峙する対象平面形状とした設置裏面９２
ｇ，９２ｇとし、該設置裏面９２ｇ，９２ｇを、ベース体９０天面に接合するよう搭載、
固定可能としてなるものである。
【００５２】
　　また、図１３および図１６のように、ＬＥＤ照明ユニット９は、高熱伝導率素材であ
るアルミニウム合金製、概略矩形板状のベース体９０に、シリコングリス８を塗布してな
る伝熱膜８を介して１個のＣＯＢ型ＬＥＤ９１を搭載し、該ＣＯＢ型ＬＥＤ９１の発光部
を露出し、その周囲を抑えるよう、絶縁素材であるジュラコン樹脂製、枠状のＣＯＢホル
ダー９２を装着して固定し、該ＣＯＢ型ＬＥＤ９１の光源部、およびネジ穴箇所などを除
くベース体９０天面略全範囲に反射シート９４を貼着し、該ＣＯＢ型ＬＥＤ９１の光源部
に対して配光制御レンズ９５を覆うよう配し、該ベース体９０に対して同配光制御レンズ
９５の裾がわ座部をネジ結合してなるＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニット９ｂとすることが可能
である。
【００５３】
　　さらにまた、図１７および図１８に示すとおり、ＬＥＤ照明ユニット９は、その主要
な構成要素を、ベース体９０、片面絶縁型プリント基板９６、ＳＭＤ型ＬＥＤ９７、反射
シート９８およびレンズアレイ９９からなる光源モジュール９ｃとすることができ、より
具体的なものとして示すと、高熱伝導率素材であるアルミニウム合金製であって、片面絶
縁型プリント基板９６の平面形状に略一致する概略長方形板状のベース体９０が、放熱型
姿勢可変ホルダー１１放熱テーブルブロック３テーブル部３０の天面より大きく、しかも
後述する片面絶縁型プリント基板９６の底面と同じか、または、該片面絶縁型プリント基
板９６の底面よりも小さい矩形平板状とした、高熱伝導率素材であるアルミニウム合金製
長方形板状のものとし、テーブル部３０の天面に対して裏面を接合するよう搭載可能、且
つ、表面に該片面絶縁型プリント基板９６を搭載可能な形状としたものであり、片面絶縁
型プリント基板９６は、高熱伝導率素材のアルミニウム合金製、銅製、セラミック製など
の長方形板状、片面絶縁型とし、プリント回路面がわの絶縁層中に埋設状に配したプリン
ト配線に接続可能であって、しかも同片面絶縁型プリント基板９６面上の縦横略均等配列
状となる複数箇所に、ＳＭＤ型ＬＥＤ９７，９７，……を搭載、接続し、各ＳＭＤ型ＬＥ
Ｄ９７，９７，……、プリント回路の搭載対応箇所、電極接続用端子台、ネジ穴箇所、お
よび、連結機構部分など、絶縁不要箇所を除いた天面略全範囲に絶縁被膜を有するもので
ある。
【００５４】
　　反射シート９８は、表面に鏡面層を有する合成樹脂製シートからなり、当該基板９６
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プリント回路面がわ絶縁被膜上の、各ＳＭＤ型ＬＥＤ９７，９７，……搭載箇所、電極接
続用端子台、ネジ穴箇所、および、連結機構部分などの突起箇所や反射不要箇所などを除
いた略全範囲に渡って貼着したものとし、レンズアレイ９９は、該基板９６天面略全範囲
に被着可能な透明合成樹脂製、長方形板状の成型品とし、各ＳＭＤ型ＬＥＤ９７，９７，
……に対応する箇所に膨出形の配光制御レンズ部を一体成型し、該基板９６天面の反射シ
ート９８上に積層状に組み合わせたものであり、該レンズアレイ９９から、反射シート９
８、基板９６、ベース体９０に達し、ベース体９０のネジ穴に螺合する複数本のネジを螺
着、緊締して一体化したものとすることができる。
【００５５】
　（実施例１の作用・効果）
　　以上のとおりの構成からなるこの発明のＬＥＤ照明装置１は、図１ないし図７、およ
び図９ないし図１２中に示してあるように、放熱脚座ブロック２接地ベース部２０を、そ
の取付孔２１，２１をネジ結合するなどして設置対象物に固定した場合に、放熱・角度調
節機構４一軸心Ｃを中心として、放熱テーブルブロック３およびＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニ
ット９ａの支持角度を任意角度α（図１２）に自由且つ簡便に調節し、放熱・角度調節機
構４の軸ボルト６・ナット６０を緊締すると、放熱脚座ブロック２に対して放熱テーブル
ブロック３を確りと固定することができ、しかも、ＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニット９ａおよ
びリフレクター９３が、照明目標範囲を効率的に損失少なく照明するものとなり、さらに
、回転止め溝５がナット６０の回転を確実に止めるから、軸ボルト６の緊締作業性および
螺解作業性を大幅に高めたものとし、さらに、規制ネジ７０の締め付けにより、放熱・角
度調節機構４の不用意な角度姿勢変化を一段と確実に阻止することが可能となり、設置場
所の条件によって、該放熱・角度調節機構４による角度姿勢の調節を必要としない場合に
は、図８のような、鉛直固定ホルダー１２に置き換えることが可能であり、放熱型姿勢可
変ホルダー１１を利用するよりも遙かに部品点数を削減し、小型・軽量化することができ
る上、より経済的に設置できるという効果を発揮することとなる。
【００５６】
　　図１ないし図７、および図９ないし図１２中に示す、リフレクター９３を装着したＣ
ＯＢ型ＬＥＤ照明ユニット９ａの円板形ベース体９０のみを、図１３ないし図１６に示す
、概略矩形板状のベース体９０および反射シート９４に置き換え可能であり、概略矩形板
状のベース体９０および反射シート９４に置き換えたものとすることによって、リフレク
ター９３および反射シート９４の組合せによる相乗的効果によって、リフレクター９３の
みの場合に比較して光の取り出し効率を約２％高めることができた。
【００５７】
　　加えて、図１ないし図９、および図９ないし図１６に示すように、ＣＯＢ型ＬＥＤ照
明ユニット９ａ（９ｂ）は、ベース体９０に対してＣＯＢホルダー９２を用いてＣＯＢ型
ＬＥＤ９１を固定するようにしてあることから、ＣＯＢ型ＬＥＤ９１の矩形ボード９１ａ
や電源リード配線９１ｃ，９１ｃが、リフレクター９３または配光制御レンズ９５に干渉
することなく、しかも電気回路を短絡させることなく、安全、正確且つ簡便に組み立てる
ことができる。
【００５８】
　　そして、図１７および図１８に示すとおり、光源モジュール９ｃを搭載したＬＥＤ照
明装置１は、片面絶縁型プリント基板９６に搭載した複数個のＳＭＤ型ＬＥＤ９７，９７
，……夫々の、片面絶縁型プリント基板９６に対する搭載角度姿勢を調節する必要がなく
なり、レンズアレイ９９の各レンズ部分の膨出形状を個別に設計しなくても、放熱型姿勢
可変ホルダー１１の放熱・角度調節機構４を簡単、且つ迅速に角度調節できるものとなり
、部品点数および作業工数の大幅削減を達成できるという効果が得られるものとなる。
【００５９】
　（結　び）
　　叙述の如く、この発明のＬＥＤ照明装置は、その新規な構成によって所期の目的を遍
く達成可能とするものであり、しかも製造も容易で、従前からのＬＥＤ照明器具技術に比
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較して大幅に耐久強度を高め、軽量化且つ低廉化して遥かに経済的なものとすることがで
きる上、組み立ておよび設置作業性を大幅に改善し得るものとなり、従前までは、照明角
度の調整や照明角度姿勢の固定、および調整後の照明角度姿勢の維持などが困難であり、
保守点検の作業性が悪化してしまうという欠点に苦慮してきた照明業界および建設業界は
固よりのこと、ＬＥＤ照明の照明出力の安定化と長寿命化とを希望する道路管理団体およ
び道路保守管理業界、さらには、ＬＥＤ照明の設置が進む一般家庭においても高く評価さ
れ、広範に渡って利用、普及していくものになると予想される。　　　　　　　　　　　
　　　　　
【符号の説明】
【００６０】
　　　　１　　　ＬＥＤ照明装置
　　　　　１１　　同　放熱型姿勢可変ホルダー
　　　　　１２　　同　鉛直固定ホルダー
　　　　２　　　放熱脚座ブロック
　　　　　２０　　同　接地ベース部
　　　　　２１　　同　取付孔（固着部）
　　　　　２２　　同　支持駒部
　　　　　２３　　同　伝熱壁
　　　　　２４　　同　軸孔
　　　　　２５　　同　谷溝部
　　　　Ｃ　　　一軸心
　　　　３　　　放熱テーブルブロック
　　　　　３０　　同　テーブル部
　　　　　３１　　同　結着部
　　　　　３２　　同　可変駒部
　　　　　３３　　同　伝熱壁
　　　　　３４　　同　軸孔
　　　　　３５　　同　谷溝部
　　　　４　　　放熱・角度調節機構
　　　　α　　　任意角度
　　　　５　　　回転止め溝
　　　　６　　　軸ボルト
　　　　　６０　　同　ナット
　　　　７　　　規制ネジ孔
　　　　　７０　　同　規制ネジ
　　　　８　　　伝熱膜
　　　　９　　　ＬＥＤ照明ユニット
　　　　９ａ（９ｂ）　　　ＣＯＢ型ＬＥＤ照明ユニット
　　　　　９０　　同　ベース体
　　　　　９１　　同　ＣＯＢ型ＬＥＤ
　　　　　　９１ａ　　同　矩形ボード
　　　　　　９１ｂ　　同　ＬＥＤチップ
　　　　　　９１ｃ　　同　電源リード配線
　　　　　９２　　同　ＣＯＢホルダー（環状絶縁板）
　　　　　　９２ａ　　同　光源露出窓
　　　　　　９２ｂ　　同　設置表壁
　　　　　　９２ｃ　　同　矩形位置決め嵌合溝
　　　　　　９２ｄ　　同　配線誘導溝
　　　　　　９２ｅ　　同　逃げ孔
　　　　　　９２ｆ　　同　取付孔（結合部分）
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　　　　　　９２ｇ　　同　設置裏面
　　　　　９３　　同　リフレクター
　　　　　９４　　同　反射シート
　　　　　９５　　同　配光制御レンズ（レンズ）
　　　　９ｃ　　　光源モジュール
　　　　　９６　　同　片面絶縁型プリント基板
　　　　　９７　　同　ＳＭＤ型ＬＥＤ
　　　　　９８　　同　反射シート
　　　　　９９　　同　レンズアレイ
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